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に
し
き
夏
ま
つ
り
が
８
月
23
日
、

錦
町
商
工
会
青
年
部
（
山
本
和
弘
部

長
）
主
催
で
、
錦
町
役
場
前
広
場
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
錦
中
学
校
の
吹
奏
楽
部

の
演
奏
で
開
幕
し
、
エ
ナ
ジ
ー
ブ
レ

ス
の
ダ
ン
ス
、
球
磨
中
央
高
校
吹
奏

楽
部
の
演
奏
、
火
之
国
エ
イ
サ
ー
琉

跳
會
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
な
ど
が
行

わ
れ
、
多
く
の
来
場
者
で
賑
わ
い
ま

し
た
。

第
39
回

に
し
き
夏
ま
つ
り

第67回金婚夫婦表彰式
　　　　～苦楽をわかちあい・・・共に歩んだ50年～

９月11日、第67回金婚夫婦表彰式を錦町保健センターで開催し、22組のご
夫婦をお祝いしました。表彰式では、熊本日日新聞社から表彰状、錦町から記
念品が贈られました。
　金婚夫婦を代表して、一村健一さん・孝子さんご夫妻（木上山下）が「皆さまよ
り温かいお言葉をいただき、ありがとうございました。５０年前、幾久しくと夫
婦の堅い契りを結び、共に手を取り合って歩んだ道のりを振り返ると、辛いとき
苦しいこともありましたが、それ以上に喜びも分かち合い、幸福感も味わうこと
ができました。これからもお互い元気で助け合い、健康に留意しながら、町や地
域のために尽くしていきたいです」と謝辞を述べられました。 謝辞を述べる一村さんご夫妻

エナジーブレスエナジーブレス 錦中学校吹奏楽部錦中学校吹奏楽部

球磨中央高校吹奏楽部球磨中央高校吹奏楽部 エナジーブレスエナジーブレス

子育てサポートほしはら子育てサポートほしはら 火之国エイサー琉跳會火之国エイサー琉跳會

焼き鳥を焼く青年団員焼き鳥を焼く青年団員 錦ＲＧ錦ＲＧ

表彰状を授与される栁瀬さんご夫妻

西地区
大石　則幸・すず子（木揚） 　　　
栁瀬　久・小夜子（下黒辺田野） 　　
田辺　亮助・惠子（永野）  
髙橋　泰夫・きぬ子（大王三条）

一武地区
南　由孝・りゆう子（上忠ｹ原）
岩崎　昭夫・一子（下忠ヶ原）　　　
益本　孝一郎・信子（下忠ヶ原）　
萩﨑　一利・久子（中原）
葉山　道信・公代（内村）
桒原　導美・惠美子（駅通り）

木上地区
岡﨑　寿一・京子（平良）
中山　和美・まさ子（平野）
桑原　宏喜・千鶴（平川）
奥松　伸夫・けい子（荒田）
黒木　享一・千保（荒田）
黒田　重幸・美枝子（高原）
上田　正継・志津子（迫）
園川　繁男・久子（迫）
一村　健一・孝子（山下）
守屋　和人・節子（山下）
原口　芳人・龍子（上十日市）
福山　良之・孝子（新立）

ܮߔ߹޿ߑߏ߁ߣߢ߼߅㊄ᇕܮ

⷏࡮৻
ᱞ࿾඙

ᧁ਄࿾
඙

表彰されたご夫婦（敬称略）
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熊本県議会議員が錦町を視察
ゼンカイミート（株）と人吉海軍航空基地資料館

　

９
月
２
日
、
熊
本
県
議
会
の
経
済
環
境

常
任
委
員
（
髙
島
和
男
委
員
長
）
の
７
人

と
関
係
職
員
が
本
町
を
訪
れ
、
ゼ
ン
カ
イ

ミ
ー
ト（
株
）と
錦
町
立
人
吉
海
軍
航
空
基

地
資
料
館（
ひ
み
つ
基
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア

ム
）
を
視
察
さ
れ
ま
し
た
。

　

ゼ
ン
カ
イ
ミ
ー
ト（
株
）で
は
令
和
２
年

７
月
豪
雨
で
被
災
後
、
県
の
補
助
金
等
を

活
用
し
て
新
工
場
を
建
設
、
再
開
す
る
ま

で
の
経
緯
の
説
明
を
受
け
ら
れ
ま
し
た
。

　

ひ
み
つ
基
地
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
で
は
、
ガ

イ
ド
の
案
内
の
も
と
展
示
室
や
地
下
施
設

を
視
察
さ
れ
、
参
加
さ
れ
た
委
員
は
「
今

回
初
め
て
資
料
館
に
来
た
。
こ
う
い
っ
た

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

Nishiki Topics

錦町合併70周年・町制施行60周年記念

チャレンジ精神は給食から！私の甲子園開幕

第41回錦町民ゴルフ大会開催！

　

９
月
６
日
、
第
41
回
錦
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
球
磨

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
当

日
は
快
晴
と
な
り
、猛
暑
の
中
、１
０
５
人
の
参
加
者

が
優
勝
を
目
指
し
奮
闘
し
ま
し
た
。ま
た
、51
社
の
企

業
・
事
業
所
か
ら
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
や
自
転
車
な

ど
多
く
の
賞
品
の
協
賛
が
あ
り
、
抽
選
会
で
は
目
玉

賞
品
の
当
選
者
に
拍
手
が
出
る
な
ど
、
大
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。な
お
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て

参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
１
８
，
７
３
０
円

が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

優　

勝
…
守
永　

政
明　
　

４
位
…
柳
詰　

正
志

準
優
勝
…
花
倉　

隆
一
郎　

５
位
…
向
大
野　

宗
宏

３
位
…
寺
川　

美
代
子

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
賞
…
橋
田　

繁
利

レ
デ
ィ
ー
ス
賞
…
寺
川　

美
代
子

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
…
向
大
野　

宗
宏
（
グ
ロ
ス
ス
コ

ア
：
71
）

優勝した守永さん（左）

ひみつ基地ミュージアムでの視察の様子

国土交通省九州地方整備局長感謝状贈呈
長年にわたる木上排水樋管の操作員としての貢献をたたえ

　

８
月
18
日
、
錦
町
役
場
で
国
土
交
通

省
九
州
地
方
整
備
局
長
感
謝
状
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
木
上
排
水
樋
管
（
水
門
）

の
操
作
員
と
し
て
長
年
務
め
ら
れ
て
い

る
早
田
光
一
郎
氏
（
木
上
馬
場
）
に
、

九
州
地
方
整
備
局
長
伝
達
の
も
と
、
森

本
町
長
代
読
に
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

早
田
氏
は
、
球
磨
川
流
域
に
あ
る

木
上
排
水
樋
管
（
水
門
）
の
操
作
員

と
し
て
、
平
成
16
年
６
月
15
日
か
ら

令
和
６
年
６
月
15
日
ま
で
の
20
年
に

わ
た
り
、
大
雨
・
台
風
等
に
よ
る
球

磨
川
の
水
害
か
ら
、
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
尽
力
。
今
後
も
引

き
続
き
、
操
作
員
を
務
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

感謝状の贈呈を受けた早田氏

食育授業を行う冨永教諭 エントリー献立

錦町農業担い手支援給付金
次世代の担い手となる就農者へ

左から豊永琉誠さん、深水副町長、橋本拓斗さん
　

８
月
15
日
、錦
町
役
場
で「
錦
町
農

業
担
い
手
支
援
給
付
金
事
業
」に
お
け

る
、計
画
承
認
通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。本
給
付
金
は
、錦
町
に
お
け
る

次
世
代
の
担
い
手
と
し
て
就
農
す
る
方

に
対
し
、年
間
75
万
円
が
５
年
間
給
付

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
交
付
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、橋

本
拓
斗
さ
ん（
西
内
門
）、豊
永
琉
誠
さ

ん（
木
上
平
川
）の
２
名
で
す
。歓
談
の

時
間
で
は
、自
己
紹
介
に
併
せ
て
、そ
れ

ぞ
れ
今
後
の
経
営
拡
大
の
構
想
を
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
に
は
、将
来
経
営
者
に
な
る

自
覚
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
み
、町

の
農
業
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
存
在
と

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「第20回全国学校給食甲子園」が12月７日に女子栄養大学（東京都）で開幕するにあたり、錦中学校の冨永明希江栄
養教諭が出場を目指しエントリーし、「今年こそ全国の頂点を！」という思いを胸にチャレンジを開始しました。
　冨永教諭は、昨年の同大会で、全国1051チームの応募数の中から、難関を突破し、全国大会出場のわずか12チームに
選ばれました。結果は見事「優秀賞」を獲得。これは全国でわずか６校に与えられる名誉ある賞。しかし、今年もその
結果に甘んじることなく、冨永教諭は「昨年の経験を生かし、今年こそ全国優勝を目指して努力したい。そして、全国
に錦町の素晴らしい食材をアピールできるようにチャレンジし続けたい。」と、さらに高い目標を掲げ、日々努力を重
ねています。
　今年のエントリー献立は「太刀魚丼、和風タイピーエン、こまツナサラダ、熊本県産トマトゼリー、くまのめぐみ牛
乳」です。再び「錦町食材が甲子園出場」を果たすかもしれません。大会は４次選考まで行われる超難関続きですが、
冨永教諭の、日ごろの子どもたちへの「給食・食育」への熱い思い、「錦町の農業、地産地消メニュー」に対する強い
こだわりが生む献立が、今年も全国給食甲子園で大きな活躍を見せてくれることを期待しています。

～錦町の食材で給食

　甲子園の頂点へ～

学校給食用に贈られた自家産黒毛和牛！町内児童生徒が味わう！

寄贈された黒毛和牛を使用したビビンバ 左から片山校長、古山駈さん、有田和重さん、毎床教育長

　錦町西の(株)有田牧場様から「家族と従業員みんなで愛情を込め、子牛から育てた我が家の黒毛和牛を町内児童生
徒の皆さんに食べてもらいたい」との思いで自家産黒毛和牛40kgを寄贈していただきました。
　９月10日（水）に(株)有田牧場の有田和重取締役が錦中学校（片山源次校長）を訪れ贈呈式が行われました。受贈
者を代表し毎床教育長がお礼を述べられ、次に児童生徒を代表し古山駈さんが感謝の気持ちを伝えました。寄贈い
ただいた黒毛和牛は、翌日11日の給食にビビンバとして出され給食を食べた児童生徒は「美味しい！」と喜んで食
べ黒毛和牛を堪能しました。
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回
初
め
て
資
料
館
に
来
た
。
こ
う
い
っ
た

ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る
こ
と
を
県
内
外
に
Ｐ
Ｒ

し
て
い
き
た
い
」
と
話
さ
れ
ま
し
た
。

Nishiki Topics

錦町合併70周年・町制施行60周年記念

チャレンジ精神は給食から！私の甲子園開幕

第41回錦町民ゴルフ大会開催！

　

９
月
６
日
、
第
41
回
錦
町
民
ゴ
ル
フ
大
会
が
球
磨

カ
ン
ト
リ
ー
倶
楽
部
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。大
会
当

日
は
快
晴
と
な
り
、猛
暑
の
中
、１
０
５
人
の
参
加
者

が
優
勝
を
目
指
し
奮
闘
し
ま
し
た
。ま
た
、51
社
の
企

業
・
事
業
所
か
ら
ポ
ー
タ
ブ
ル
発
電
機
や
自
転
車
な

ど
多
く
の
賞
品
の
協
賛
が
あ
り
、
抽
選
会
で
は
目
玉

賞
品
の
当
選
者
に
拍
手
が
出
る
な
ど
、
大
盛
況
の
う

ち
に
終
了
し
ま
し
た
。な
お
、チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て

参
加
者
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
寄
付
金
１
８
，
７
３
０
円

が
社
会
福
祉
協
議
会
に
寄
付
さ
れ
ま
し
た
。

優　

勝
…
守
永　

政
明　
　

４
位
…
柳
詰　

正
志

準
優
勝
…
花
倉　

隆
一
郎　

５
位
…
向
大
野　

宗
宏

３
位
…
寺
川　

美
代
子

グ
ラ
ン
ド
シ
ニ
ア
賞
…
橋
田　

繁
利

レ
デ
ィ
ー
ス
賞
…
寺
川　

美
代
子

ベ
ス
ト
グ
ロ
ス
賞
…
向
大
野　

宗
宏
（
グ
ロ
ス
ス
コ

ア
：
71
）

優勝した守永さん（左）

ひみつ基地ミュージアムでの視察の様子

国土交通省九州地方整備局長感謝状贈呈
長年にわたる木上排水樋管の操作員としての貢献をたたえ

　

８
月
18
日
、
錦
町
役
場
で
国
土
交
通

省
九
州
地
方
整
備
局
長
感
謝
状
贈
呈
式

が
行
わ
れ
、
木
上
排
水
樋
管
（
水
門
）

の
操
作
員
と
し
て
長
年
務
め
ら
れ
て
い

る
早
田
光
一
郎
氏
（
木
上
馬
場
）
に
、

九
州
地
方
整
備
局
長
伝
達
の
も
と
、
森

本
町
長
代
読
に
よ
り
感
謝
状
が
贈
呈
さ

れ
ま
し
た
。

　

早
田
氏
は
、
球
磨
川
流
域
に
あ
る

木
上
排
水
樋
管
（
水
門
）
の
操
作
員

と
し
て
、
平
成
16
年
６
月
15
日
か
ら

令
和
６
年
６
月
15
日
ま
で
の
20
年
に

わ
た
り
、
大
雨
・
台
風
等
に
よ
る
球

磨
川
の
水
害
か
ら
、
住
民
の
生
命
・

財
産
を
守
る
た
め
尽
力
。
今
後
も
引

き
続
き
、
操
作
員
を
務
め
て
い
た
だ

き
ま
す
。

感謝状の贈呈を受けた早田氏

食育授業を行う冨永教諭 エントリー献立

錦町農業担い手支援給付金
次世代の担い手となる就農者へ

左から豊永琉誠さん、深水副町長、橋本拓斗さん
　

８
月
15
日
、錦
町
役
場
で「
錦
町
農

業
担
い
手
支
援
給
付
金
事
業
」に
お
け

る
、計
画
承
認
通
知
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。本
給
付
金
は
、錦
町
に
お
け
る

次
世
代
の
担
い
手
と
し
て
就
農
す
る
方

に
対
し
、年
間
75
万
円
が
５
年
間
給
付

さ
れ
ま
す
。

　

今
回
交
付
を
受
け
ら
れ
た
の
は
、橋

本
拓
斗
さ
ん（
西
内
門
）、豊
永
琉
誠
さ

ん（
木
上
平
川
）の
２
名
で
す
。歓
談
の

時
間
で
は
、自
己
紹
介
に
併
せ
て
、そ
れ

ぞ
れ
今
後
の
経
営
拡
大
の
構
想
を
説

明
さ
れ
ま
し
た
。

　

お
二
人
に
は
、将
来
経
営
者
に
な
る

自
覚
を
持
っ
て
農
業
に
取
り
組
み
、町

の
農
業
を
リ
ー
ド
し
て
い
く
存
在
と

な
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　「第20回全国学校給食甲子園」が12月７日に女子栄養大学（東京都）で開幕するにあたり、錦中学校の冨永明希江栄
養教諭が出場を目指しエントリーし、「今年こそ全国の頂点を！」という思いを胸にチャレンジを開始しました。
　冨永教諭は、昨年の同大会で、全国1051チームの応募数の中から、難関を突破し、全国大会出場のわずか12チームに
選ばれました。結果は見事「優秀賞」を獲得。これは全国でわずか６校に与えられる名誉ある賞。しかし、今年もその
結果に甘んじることなく、冨永教諭は「昨年の経験を生かし、今年こそ全国優勝を目指して努力したい。そして、全国
に錦町の素晴らしい食材をアピールできるようにチャレンジし続けたい。」と、さらに高い目標を掲げ、日々努力を重
ねています。
　今年のエントリー献立は「太刀魚丼、和風タイピーエン、こまツナサラダ、熊本県産トマトゼリー、くまのめぐみ牛
乳」です。再び「錦町食材が甲子園出場」を果たすかもしれません。大会は４次選考まで行われる超難関続きですが、
冨永教諭の、日ごろの子どもたちへの「給食・食育」への熱い思い、「錦町の農業、地産地消メニュー」に対する強い
こだわりが生む献立が、今年も全国給食甲子園で大きな活躍を見せてくれることを期待しています。

～錦町の食材で給食

　甲子園の頂点へ～

学校給食用に贈られた自家産黒毛和牛！町内児童生徒が味わう！

寄贈された黒毛和牛を使用したビビンバ 左から片山校長、古山駈さん、有田和重さん、毎床教育長

　錦町西の(株)有田牧場様から「家族と従業員みんなで愛情を込め、子牛から育てた我が家の黒毛和牛を町内児童生
徒の皆さんに食べてもらいたい」との思いで自家産黒毛和牛40kgを寄贈していただきました。
　９月10日（水）に(株)有田牧場の有田和重取締役が錦中学校（片山源次校長）を訪れ贈呈式が行われました。受贈
者を代表し毎床教育長がお礼を述べられ、次に児童生徒を代表し古山駈さんが感謝の気持ちを伝えました。寄贈い
ただいた黒毛和牛は、翌日11日の給食にビビンバとして出され給食を食べた児童生徒は「美味しい！」と喜んで食
べ黒毛和牛を堪能しました。
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町長の声

萩原木工所まで

ふすま、障子、アミ戸の製作、張替のことなら

営業内容
・和洋建具製造販売
・ふすま、障子、アミ戸張替
・かべ、ゆか張替
・ガラス入替
・カーテンブラインド取扱い
・リフォーム全般

球磨郡錦町大字一武
代表者　萩原　拓
☎090-5085-3462

有料広告欄

〇にしき教室：ニチイケアセンターにしき内（球磨郡錦町一武1641）
　詳しくはお気軽にお問い合せください。

【にしき教室/10月開講予定クラス】
　・１0／21～2／10（火曜クラス・全16回）
※他クラス同時募集中！八代教室もございます。

【お問い合せ】ニチイ 八代校
電話0120-781-249（平日9時～17時）

ニチイの介護職員初任者研修 キャンペーン！介護のお仕事に就くための第一歩となる資格です。新たな一歩を踏み出しませんか。

その他のキャンペーン対象クラス・日程の詳細は
右の二次元コードからチェック！

有料広告欄

（9月～10月開講クラス対象）

（税込）通常受講料

88,000円 40,000円今だけ　　　　
受講料半額以下！

所得税及び復興特別所得税の予定納税（第２期分）を
お忘れなく

　令和７年分の「所得税及び復興特別所得税」の予定納税（第２期分）の納期限は、12月1日（月）です。納期限までに、金融
機関又は所轄税務署の窓口で納付してください。
　なお、金融機関の預貯金口座から引き落としとなる「振替納税」が大変便利です。利用されていない方は、是非ご利用くだ
さい。そのほか、ご自宅で納税手続が完結するキャッシュレス納付も大変便利ですので、この機会に是非ご利用ください。
　詳しくは、二次元コード又は国税庁ホームページ（https://www.nta.go.jp/）をご覧ください。
　ご不明な点がありましたら、国税相談専用ダイヤルをご利用ください。
　国税相談専用ダイヤル：０５７０－００－５９０１　※ナビダイヤル
（注）予定納税とは、前年分の確定申告に基づき計算した予定納税基準額が15万円以上である場合に、
　　　その年の「所得税及び復興特別所得税」の一部をあらかじめ納付する制度です。

第9回錦町シニアゴルフ大会参加者募集！
　第9回錦町シニアゴルフ大会の参加者を募集しています。
　詳しくは町ホームページをご覧ください。皆様のご参加をお待ちしています。
（昨年までは班回覧にて募集しておりましたが、今回より班回覧での募集は行っておりません。）
　日　　時：11月15日（土）8時31分スタート
　会　　場：球磨カントリー倶楽部
　参加資格：50歳以上または令和8年（2026年）4月1日までに50歳に
　　　　　　達する錦町民、町内企業等の従事者
参 加 料：500円

　プレー料：メンバー・・・7,000円
　　　　　　ビジター・・・10,200円
　申込期限：10月17日（金）午後5時まで

後期高齢者歯科口腔健診を受けませんか
75歳以上の皆さんがいきいきと暮らしていくことができるよう、歯科口腔健診を実施しています。

歯や歯ぐき、入れ歯などの歯の健康は口の中だけにとどまるものではなく、全身の健康に影響すると
いわれています。年に１回は歯科口腔健診を受け、歯と口の健康を保ちましょう。
　受診を希望される方は保険政策課（１階２番窓口）で申し込みください。なお、通院中の
方は医師にご相談のうえ、申し込みください。
　●対 象 者　　後期高齢者医療保険被保険者の方
　●受診期間　　12月31日（水）までの間
　●健診費用　　無料

問合せ　　保険政策課　保険・年金係 ☎ ３８-１１１３　

申込み・問合せ先　錦町ゴルフ大会実行委員会事務局（錦町役場企画観光課内）☎ 38-4419　FAX38-1575

錦中学校で帰省している大学生等による学習支援教室を開催！

○中学校夏休み学習サポーター事業
　中学校では８月20日から21日の２日間にわたり（３日目は台風により中止）、帰省して
いる大学生など６名を学習サポーターとして迎え、３年生対象の学習会が開かれました。
　中学生たちはそれぞれの教室に分かれ、数学のクラスではテストを想定した問題を解く
中で、自分の苦手な問題をサポーターの先生たちに質問し、問題が解けた瞬間には先生と

微笑み合うなど、より身近な先生との時間を過ごしてい
ました。
　参加した大学生は、学習支援を終え「どのように伝え
たら理解してもらえるかということを考えながら過ごし
ました。教えている生徒が問題を解けた時はとても嬉し
かった。」と振り返りました。
　次年度以降も夏休み期間に事業実施を予定しておりま
すので、ご家族やご友人に大学、短大、専門学校の方が
いらっしゃいましたら、是非参加をお願いします。

※納期限を過ぎると、コンビニ納付はできませんのでご注意ください！
※毎月の料金等についても、納め忘れがないようにお願いします。

１０月は町県民税３期・国民健康保険税４期・後期高齢者
医療保険料４期・介護保険料４期の納期です！

納　期　限【１０月３１日（金）】
口座振替日【１０月２７日（月）】

問合せ　町県民税・国民健康保険税　　税務課住民税係　　　　　　　　　　　　　 ☎ ３８－１１１４
後期高齢者医療保険料・介護保険料　保険政策課保険年金係・高齢者支援係 ☎ ３８－１１１３

町ホームページはこちら
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　令和7年10月1日から利便性の向上のため、以下のとおり運用が変更になります。

１．停留所を大幅に増やします。　（９カ所　⇒　24カ所）

※錦こども園前と田中医院前は廃止します。

２．運行時間が1便増えます。　（往路：午前11時00分、復路：午後1時30分）

※運行時間はタクシー会社を出発する時間であり、自宅（往路）、停留所（復路）に到着する時間ではあり
　ませんのでご注意ください。

3．運行日（運行日はお住いの行政区ごとに決まっています。）

　○　運賃は、片道200円です。ただし、小学生以下（一歳児未満は無料）・身体障がい者手帳の交付を
　　　受けている方・運転免許証返納者・80歳以上の方は、片道150円です。

　○　予約が必要です（運行時間の１時間前まで）　
　　　予約先：錦中央タクシー　電話　３８-１０７０

　○　乗合タクシーは、自宅～停留所間のみの利用であり、停留所～停留所間の利用はできませんの
　　　で、ご注意ください。

錦町乗合タクシーくらんど号の運用が変わります錦町営住宅入居者募集について

①ＪＡくま錦支所前　　（現）

④ほづみ皮膚科前　　　（現）

⑦肥後西村駅前　　　　（現）

⑩まるいち前　　　　　（新）

⑬ダイレックス錦町店前（新）

⑯高田内科前　　　　　（新）

⑲さくら歯科前　　　　（新）

㉒中央信用金庫錦支店前（新）

②錦町役場前　　　　　（現）

⑤木上駅前　　　　　　（現）

⑧道の駅 錦前　  　　　（新）

⑪ハピスト前　　　　　（新）

⑭コメリ錦店前　　　　（新）

⑰酒瀬川内科前　　　　（新）

⑳小川整形外科前　　　（新）

㉓木上郵便局前　　　　（新）

③錦町保健センター前　  （現）

⑥一武駅前　　　　　　  （現）

⑨イスミ錦店前　　　　  （新）

⑫コスモス錦店前　　　  （新）

⑮ファミリーマート木上店前（新）

⑱小林クリニック前　　  （新）

㉑にしき歯科前　　　　  （新）

㉔サンロードシティ店前  （新）

往路（自　宅→停留所）

復路（停留所→自　宅）　

午前  8時30分・午前  9時30分・午前11時00分・午後0時30分

午前10時30分・午前11時30分・午後  1時30分・午後3時00分　

月・水・金

火・木・土

1区　5区　6区　7区　8区　9区　10区　17区　18区　19区

2区　3区　4区　11区　12区　13区　14区　15区　16区　20区　21区
22区　23区　24区　25区　26区

問合せ　　総務課 消防交通係 ☎ ３８－１１１１問合せ　　地域整備課　管理係 ☎ ３８－４９４９

募集期間

入居資格等について

10月1日（水）～10月17日（金）

入 居 日 11月中旬～12月中旬予定

※指杉団地（３階のみ）、野間団地、白坂団地は随時募集しています。

住宅名

所在地

間取り

家　賃

敷　金

その他

※家賃は所得に応じて決定します。

※指杉団地は下水道使用料、野間団地及び白坂団地は浄化槽使用料が別途かかります。

※浴槽・ガス給湯器・照明は個人で取付けになりますが、災害で使用した住宅においては、

　あらかじめ設備を設置してありますので、設備費を負担していただきます。

　１　住宅に困窮していること
　２　町税などの滞納がないこと
　３　世帯全員の収入が基準内であること
　４　原則、同居する親族がいること（条件によっては単身でも入居できます）
　５　入居者が反社会的勢力に属する者及び関係者でないこと

申込み方法
下記の書類を地域整備課に提出してください。
　１　町営住宅入居申込書
　２　所得証明書（令和７年度）又は、令和６年分の源泉徴収票
　３　納税証明書（直近３年分）又は、３年間滞納がないことの証明書
　４　住民票謄本（本籍地の記載があるもの）
※入居決定後、緊急連絡人2人の連署する書類等を提出していただきます。

指杉団地（３戸）

錦町大字西

3303番地7

3DK、トイレ（水洗）

16,800円～39,500円

野間団地（５戸）

錦町大字木上北

1696番地1

3DK、トイレ（水洗）

19,300円～37,900円

雨堤第２住宅（１戸）

錦町大字一武

2180番地

3DK、トイレ（汲取り）

14,100円～20,900円

白坂団地（６戸）

錦町大字木上北

420番1・5

錦町大字木上北

469番地17

3DK、トイレ（水洗）

14,400円～30,000円

家賃の3カ月分
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　熊本県では、農業用燃料タンクや配管から油が漏れ、河川等へ流出する事故が
毎年発生しています。
　流出した油の回収作業等には莫大な費用がかかり、その費用は、事故を起こし
た者（原因者）が負担することになっており、場合によっては、損害賠償を請求
されることもあります。
　日ごろから、定期点検を行い、油流出事故の防止に努めましょう。

　発生原因

　原因の多くは、古くなった油送管の管理の不
備や操作ミス等の人為的ミスです。
　また、暖房機運転期間中だけでなく、夏季
（大雨による浸水時※）にも発生しています。
　※令和7年8月豪雨において、圃場への浸水により重油タンクが倒伏し、油が流
　　出した事例が発生しています

事故を防ぐために

点検の徹底を心がけましょう！！

暖房機運転開始前の点検、油流出事故防止チェックリスト
を使った日常点検を実施しましょう！！

もし、油流出事故が発生したら・・・
速やかに所管の消防署に連絡してください。
また、流出元の確認や流出防止対策、流出した油の回収等の応急措置を実施してください。

農家のみなさまへ

油流出事故を防止しましょう！
油流出事故防止チェックリスト

問合せ　　農林振興課　農政係　☎ ３８－４９４８

Ⅰ．タンクの設置について
　　□　タンクは固定してありますか？
　　□　防油堤を設置していますか？
　　□　防油堤内部に溜まった雨水は、定期的に排水していますか？

Ⅱ．暖房機を使わない時期に気を付けること
　　□　暖房機を使わない期間は、タンクバルブを確実に閉めていますか？
　　　　　燃油が熱膨張することにより、配管内に圧力が生じます。
　　　　　そのため、タンク側に逃がし管が設置されていない場合は、
　　　　　暖房機側のエア抜きコックを開け、そのコックの下に油受けを設置します。

　　□　腐食・老朽箇所の点検・修理を行っていますか？
　　□　配管や配管接合部の劣化及び油が漏れた痕跡がありませんか？
　　□　劣化した給油ホースは交換していますか？
　　□　地下配管がある場合、埋設場所を把握していますか？
   　　　また、配管場所の目印はありますか？
　　□　耕起作業等で配管部分を損傷しないように十分注意していますか？

Ⅲ．暖房開始直前に気を付けること
　　□　タンクバルブを開ける前にタンク残量を確認・記録しましたか？
　　□　暖房機試運転時に配管に沿って油漏れが無いか目視で点検しましたか？
　　□　点検の前後でタンク残量の大きな変化はみられませんか？

Ⅳ．賠償責任保険について
　　□　もしもの事態に備え、賠償責任保険に加入していますか？
   　　　加入希望の方は、最寄りのＪＡ各支店へご相談ください。

Ⅴ．事故発生時の対応
　　□　通報、応急措置など、初動体制の確認は取れていますか？
　　□　オイルマット、オイルフェンス等の準備は整っていますか？
　　□　緊急連絡網を整備し、目立つところに掲示していますか？
　　□　日頃から緊急時の対処方法や管理について、従業員等に指導徹底していますか？
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　　□　緊急連絡網を整備し、目立つところに掲示していますか？
　　□　日頃から緊急時の対処方法や管理について、従業員等に指導徹底していますか？

11 広報錦  2025 年 10 月号



第１０回人吉・球磨美術連盟作品展開催
　本作品展は、人吉球磨におけるすべての美術愛好者及び本連盟の趣旨に賛同する人吉球磨以外の美術愛好者に
も等しく作品発表の機会を提供するもので、愛好者が自由に学び交流することで人吉球磨美術界の振興を目指す
作品展です。人吉球磨美術連盟会員の出品の他、多くの方に美術作品の素晴らしさを知ってもらうため、多くの
次世代の高校生や保育園児など、幅広い世代の方が出品されます。
多くの方のご来場をお待ちしています。

日時：11月6日（木）～9日（日）　9：00～17：30（最終日は16：00まで）
会場：多良木町交流館石倉　Ａ棟・Ｂ棟・Ｃ棟

問合せ　　人吉・球磨美術連盟（事務局：池田）　☎ ０８０－５２０５－４６３４

問合せ　　企画観光課　企画情報調整係　☎ ３８－４４１９

令和８年 経済センサス-活動調査

を募集します！

統計調査員の魅力

地域や社会とつながる機会  短期間の活動で収入に 社会貢献の実感
たくさんの出会い、
感謝される仕事！

無理なくライフスタイルに
合わせて働ける！

「自分の活動が日本の未来を
つくる」という誇りを持てる！

全国の全ての事業所・企業を対象に「令和８年経済センサス-活動調査」を実施します。
調査結果は、社会経済の発展を支える基礎資料として広く活用されています。

このような国の重要な統計調査の実施に欠かせない統計調査員として活躍してみませんか？
お力を貸していただける皆様からのご応募お待ちしています。

少しでも興味をお持ちの方は、お気軽にお問い合わせください！

市区町村や指導員によるサポートや、調査員専用のコールセンター（通話料無料）がありますので、
未経験の方も安心して働けます！調査期間は概ね令和８年５月～６月の予定です。

はじめて
でも
安心！

調査員事務打合せ会に参加し
調査内容を理解する

担当区域内の事業所の
所在等を確認

対象事業所を訪問し調査票等を
配布し、回答を依頼する

調査票を回収する
※インターネット回答等が

あれば回収不要
調査書類・用品を整理し、

市区町村に提出

2 3

5

1

4
日々に張り合い、
社会に役立つ。

※事前にインターネット回答が
あれば訪問不要
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『外国人の人権』
　　　（違いを認め、共に生きる）

問合せ　　地域整備課　上下水道係　　☎ ３８－４４１８

水道水（８月採取）水質検査結果について

令和7年8月20日～令和7年9月3日
水道法水質基準に適合
厚生労働省告示第261号

検査項目
一般細菌
大腸菌

塩化物イオン
ジェオスミン

2-メチルイソボルネオール
有機物（全有機炭素（TOC)の量）

ｐH値
味

臭気
色度
濁度

参考値　遊離残留塩素

単位
個/mL

－
mg/L
mg/L
mg/L
mg/L

－
－
－
度
度

mg/L

西地区（地下水）
0

検出されない
20未満

0.000001未満
0.000001未満

0.3未満
7.4（26℃）

異常なし
異常なし
0.5未満
0.1未満
0.30 

一武地区（地下水）
0

検出されない
20未満

0.000001未満
0.000001未満

0.3未満
7.6（27℃）

異常なし
異常なし
0.5未満
0.1未満

0.15

木上地区（地下水）
0

検出されない
20未満

0.000001未満
0.000001未満

0.3未満
7.2（27℃）

異常なし
異常なし
0.5未満
0.1未満
0.30 

基準値等
100個/mL以下

検出されないこと
200mg/L以下

0.00001mg/L以下
0.00001mg/L以下

3mg/L以下
5.8以上8.6以下
異常でないこと
異常でないこと

5度以下
2度以下

－
検査期日

判定
検査方法

希望と生きがいの
ある楽しい町をめざして

（人権のひろば）

　我が国の令和６年末在留外国人数は約 377 万人で、過去最高となっています。

こうした中、言語、宗教、習慣等の違いから、外国人をめぐって様々な人権問題

が発生しています。

　私たちが暮らしている地域でも、外国の人をよく見かけます。先日の報道では、

昨年１年間の県内市町村別外国人増加率は、湯前町がトップで 125％、次いで２

位が五木村で 75％、３位が相良村で 55.56％とありました。錦町にも、７月現

在で117人の外国人が在住しています。

　ところで、私たちは全ての人々に同じように接しているでしょうか？体の特徴の違いなどから、じろじろと

眺めたり、見て見ぬふりをしたり、さらには、無視したりしてはいないでしょうか？このような態度で接すると、

外国の人は、自分がからかわれているのではないかと感じたり、差別されているのではと誤解したりするかも

しれません。言葉が通じないことから、辛い思いをしている人も中にはいるかもしれません。そのほか、アパー

トなどへの入居を拒否されたり、就職を断られたりするといった問題なども全国各地で起きています。

　私たちも、海外へ一歩踏み出せば、外国人です。もし、外国へ出かけた時に、このような扱いを受けたら、きっ

と悲しい思いをし、その国に対して良い印象は持てないでしょう。

　外国人であること、文化的な背景が違うこと、異なる特徴を持つことなどで差別することをせず、積極的に

外国の人と交流を図ったりしてお互いを理解しあう努力をしながら、全ての人が安心して快適に暮らす「共生」

した社会をつくっていくことが必要です。

　また、特定の民族や国籍の人々を排斥する差別的言動、いわゆるヘイトスピーチが社会問題化していること

から、ヘイトスピーチ解消法が施行されています。

　今後も、外国人の人権問題について正しい認識を持ち、より相互理解を深めていきましょう。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　錦町人権教育推進協議会
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情報の広場 情報の広場

　

障
が
い
の
あ
る
方
で
日
常
生
活

で
の
I
C
T
機
器
利
用
に
つ
い
て

お
困
り
ご
と
が
あ
る
方
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
利
用
を

支
援
し
た
い
方
は
、
是
非
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
来
所
で
の
相
談
を
ご

希
望
の
方
は
、
事
前
に
電
話
に
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
視
覚
障
が
い
者
福
祉

協
会

☎
０
９
６
–
３
８
３
–
６
８
３
３

農
業
大
学
校

令
和
８
年

度
社
会
人
向
け
農
業
研
修

生
を
募
集
！

農
業
大
学
校
で
は
、
就
農
を
目

指
す
社
会
人
を
対
象
に
、
就
農
に

必
要
な
知
識
や
栽
培
技
術
な
ど
を

基
礎
か
ら
学
ぶ
新
規
就
農
支
援
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

前
期
募
集
：
９
月
１
日（
月
）〜
10

月
31
日（
金
）

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
９
月

27
日
（
土
）
・
10
月
５
日
（
日
）

に
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
熊

本
県
立
農
業
大
学
校
の
H
P
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
立
農
業
大
学
校　

研

修
部

申=申し込み先 問=問い合わせ先 申=申し込み先 問=問い合わせ先

「
マ
イ
ナ
ビ

ツ
ー
ル・
ド
・

九
州
２
０
２
５
」熊
本
阿
蘇

ス
テ
ー
ジ
開
催
！

10
月
10
日（
金
）〜
13
日（
祝
・

月
）、
長
崎
県
・
福
岡
県
・
熊
本

県
・
宮
崎
県
・
大
分
県
で
「
マ
イ

ナ
ビ
ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州
２
０
２

５
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
九
州
を
襲
っ
た
自
然
災
害

か
ら
の
復
興
を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
を
決
定
し
た
Ｕ
Ｃ

Ｉ
（
国
際
自
転
車
競
技
連
合
）

の
公
認
を
受
け
た
国
際
サ
イ
ク
ル

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
す
。

12
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
熊

本
阿
蘇
ス
テ
ー
ジ
は
南
小
国
町
の

瀬
の
本
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
ス
タ
ー

ト
し
、
南
阿
蘇
村
役
場
が
ゴ
ー
ル

と
な
る
約
１
１
９
㎞
の
コ
ー
ス
で

す
。
世
界
に
18
チ
ー
ム
し
か
な
い

「
Ｕ
Ｃ
Ｉ
ワ
ー
ル
ド
チ
ー
ム
」
か

ら
も
チ
ー
ム
の
出
場
が
決
ま
っ
て

お
り
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
選
手

達
に
よ
る
サ
イ
ク
ル
レ
ー
ス
を
熊

本
で
観
戦
で
き
る
貴
重
な
機
会
で

す
。
是
非
、
会
場
や
コ
ー
ス
沿
線

に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
大
会
H
P
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

熊
本
県
働
き
方
改
革
推
進

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談

　

長
時
間
労
働
の
是
正
、
最
低
賃

金
へ
の
対
応
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
そ
の
他
の
課
題
等
に
関
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
と
し

て
、
社
会
保
険
労
務
士
等
の
専
門

家
が
、
事
業
主
の
皆
様
か
ら
の
相

談
に
無
料
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
来
所
や
電
話
・
メ
ー
ル
に
よ
る

　

相
談
対
応

②
個
別
企
業
を
訪
問
し
て
行
う
コ

　

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

③
業
種
団
体
会
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　

の
開
催
等

問
＝
熊
本
働
き
方
改
革
推
進
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
–
０
４
１
–
１
２
４

パ
ソ
コ
ン
講
座
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
の
ご
案
内

パ
ソ
コ
ン
講
座
で
は
、
就
職
活

動
や
仕
事
に
役
立
つW

o
rd

・

Excel

・Pow
erPoint

の
基
本
操

作
を
学
び
ま
す
。
初
心
者
で
も
安

心
し
て
参
加
で
き
る
内
容
で
す
。

さ
ら
に
、
毎
週
水
曜
日
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
パ
ソ
コ
ン
講
座

【
日
時
】
10
月
15
日
（
水
）

13
：
30
〜
15
：
00

【
場
所
】
球
磨
地
域
振
興
局
会
議

棟
2
階
小
会
議
室

【
定
員
】
先
着
３
名

問
＝
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
つ
し
ろ

☎
０
９
６
５
–
３
７
–
８
７
３
９

お
し
ご
と
出
張
相
談
会
の

開
催

心
配
事
や
不
安
に
寄
り
添
い

「
働
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を

応
援
し
て
い
ま
す
。
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
（
守
秘
義
務
厳

守
）
※
要
予
約
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で

の
求
職
者
及
び
そ
の
家
族

問
＝
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
つ
し
ろ

☎
０
９
６
５
–
３
７
–
８
７
３
９

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
相
談

窓
口
・ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ（
無
料
）

人
吉
・
球
磨
地
域
の
人
材
確

保
・
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
、
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ
は
、

事
業
所
・
求
職
中
の
方
々
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。
就
労
に
関
す
る

ど
ん
な
こ
と
で
も
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】求
職
、転
職
希
望
の
方
、

採
用
活
動
中
の
事
業
所　
ど
な
た

で
も
O
K
!
年
齢
制
限
な
し
。

（
事
業
所
・
求
職
者
本
人
・
家

族
・
学
校
の
先
生
）

【
開
所
時
間
】
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
10
時
〜
17
時
）
土
・
日
・
祝
日

は
休
み
（
予
約
優
先
）

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局
内　

ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ

☎
2
2
–
0
5
5
5

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
「
あ
っ
せ
ん
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労

働
者
個
人
と
事
業
主
と
の
間
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
話
し
合
い

に
よ
る
解
決
を
無
料
で
支
援
す
る

「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
益
委
員
・
労
働
者
委
員
・
使
用

者
委
員
の
３
名
の
あ
っ
せ
ん
員
が

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
労
働
者
・
事
業
主
の
ど
ち
ら
か

ら
で
も
申
請
で
き
、
ま
た
、
正
社

員
か
否
か
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
＝
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
６
–
３
３
３
–
２
７
５
３

「
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
！

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
自

主
的
な
解
決
が
難
し
い
労
使
間
ト

ラ
ブ
ル
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
、

弁
護
士
・
大
学
教
授
、
労
働
組
合

役
員
、
会
社
役
員
等
３
名
の
委
員

に
よ
る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。
ま
ず
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
25
日
（
土
）
10
時

〜
16
時
30
分
（
受
付
16
時
ま
で
）

※
原
則
１
人
１
回
限
り
30
分
以
内

（
予
約
優
先
）

【
場
所
】
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア
９
階　
会
議
室
５

問
＝
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
６
–
３
３
３
–
２
７
５
2

「
熊
本
県
障
が
い
者
I
C
T

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
ま
し
た
！

県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

I
C
T
機
器
利
用
機
会
の
拡
大
の

た
め
に
、
「
熊
本
県
障
が
い
者

I
C
T
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

☎
０
９
６
–
２
４
８
–
６
６
０
０

保
護
犬
・
猫
の
ト
ラ
イ
ア
ル

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
！

熊
本
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

は
、
保
護
犬
猫
の
正
式
譲
渡
の
前

に
、
先
住
犬
猫
と
の
相
性
の
確
認

や
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
原
則
２
週
間

以
内
の
お
試
し
飼
育
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県

又
は
県
動
物
愛
護
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
次

の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
４
–
２
７
–
８
１
１
５

ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定
団
体
の

募
集
に
つ
い
て

熊
本
県
で
は
、
県
が
管
理
す
る

道
路
で
の
清
掃
や
除
草
、
植
栽
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支

援
を
目
的
と
し
て
、
「
ロ
ー
ド
・

ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
申
し
込

み
可
能
で
、
ゴ
ミ
袋
や
軍
手
な
ど

の
支
給
、
清
掃
用
具
の
貸
し
出

し
、
保
険
の
加
入
補
助
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
＝
熊
本
県
道
路
保
全
課

☎
０
９
６
–
3
3
3
–
２
４
９
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

に
つ
い
て

心
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人
達
を
、
家
族
や
関
係
者
だ
け

で
な
く
地
域
全
体
で
支
え
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
開
放
的
な

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
本
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

【
第
１
回
】
11
月
５
日
（
水
）

10
時
〜
15
時

　
統
合
失
調
症
、
精
神
科
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
（
仮
）

な
ど

【
第
２
回
】
11
月
12
日
（
水
）

10
時
〜
15
時

　
保
健
所
の
役
割
と
人
吉
球
磨
の

精
神
保
健
福
祉
（
仮
）
な
ど

【
第
３
回
】
11
月
19
日
（
水
）

10
時
〜
12
時

　
病
気
の
こ
と
、
現
在
の
こ
と
、

周
り
の
人
に
求
め
る
こ
と
（
仮
）

な
ど

【
場
所
】
受
講
さ
れ
る
方
に
後
日

連
絡
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
20
名　

※
締
切
10
月
17
日
（
金
）

【
対
象
】
人
吉
球
磨
在
住
の
方

で
、
原
則
全
日
程
受
講
可
能
な

方
。
た
だ
し
、
一
部
受
講
参
加
も

可
能
。

【
受
講
料
】
無
料　
※
昼
食
無
料

（
５
日
、
12
日
の
み
お
弁
当
）

【
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
】
入
室

時
の
検
温
・
手
指
消
毒
・
マ
ス
ク

の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
翠

　
　

担
当
（
犬
童
・
髙
田
ま
で
）

☎
2
2
–
２
５
７
０

募　

集

情
報
の
広
場

お
知
ら
せ
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障
が
い
の
あ
る
方
で
日
常
生
活

で
の
I
C
T
機
器
利
用
に
つ
い
て

お
困
り
ご
と
が
あ
る
方
、
障
が
い

の
あ
る
方
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
機
器
利
用
を

支
援
し
た
い
方
は
、
是
非
ご
連
絡

く
だ
さ
い
。
来
所
で
の
相
談
を
ご

希
望
の
方
は
、
事
前
に
電
話
に
て

ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
視
覚
障
が
い
者
福
祉

協
会

☎
０
９
６
–
３
８
３
–
６
８
３
３

農
業
大
学
校

令
和
８
年

度
社
会
人
向
け
農
業
研
修

生
を
募
集
！

農
業
大
学
校
で
は
、
就
農
を
目

指
す
社
会
人
を
対
象
に
、
就
農
に

必
要
な
知
識
や
栽
培
技
術
な
ど
を

基
礎
か
ら
学
ぶ
新
規
就
農
支
援
研

修
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

前
期
募
集
：
９
月
１
日（
月
）〜
10

月
31
日（
金
）

　

オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
を
９
月

27
日
（
土
）
・
10
月
５
日
（
日
）

に
開
催
し
ま
す
。
詳
し
く
は
、
熊

本
県
立
農
業
大
学
校
の
H
P
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
立
農
業
大
学
校　

研

修
部

申=申し込み先 問=問い合わせ先 申=申し込み先 問=問い合わせ先

「
マ
イ
ナ
ビ

ツ
ー
ル・
ド
・

九
州
２
０
２
５
」熊
本
阿
蘇

ス
テ
ー
ジ
開
催
！

10
月
10
日（
金
）〜
13
日（
祝
・

月
）、
長
崎
県
・
福
岡
県
・
熊
本

県
・
宮
崎
県
・
大
分
県
で
「
マ
イ

ナ
ビ
ツ
ー
ル
・
ド
・
九
州
２
０
２

５
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

近
年
九
州
を
襲
っ
た
自
然
災
害

か
ら
の
復
興
を
象
徴
す
る
イ
ベ
ン

ト
と
し
て
開
催
を
決
定
し
た
Ｕ
Ｃ

Ｉ
（
国
際
自
転
車
競
技
連
合
）

の
公
認
を
受
け
た
国
際
サ
イ
ク
ル

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
で
す
。

12
日
（
日
）
に
開
催
さ
れ
る
熊

本
阿
蘇
ス
テ
ー
ジ
は
南
小
国
町
の

瀬
の
本
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
を
ス
タ
ー

ト
し
、
南
阿
蘇
村
役
場
が
ゴ
ー
ル

と
な
る
約
１
１
９
㎞
の
コ
ー
ス
で

す
。
世
界
に
18
チ
ー
ム
し
か
な
い

「
Ｕ
Ｃ
Ｉ
ワ
ー
ル
ド
チ
ー
ム
」
か

ら
も
チ
ー
ム
の
出
場
が
決
ま
っ
て

お
り
、
世
界
最
高
レ
ベ
ル
の
選
手

達
に
よ
る
サ
イ
ク
ル
レ
ー
ス
を
熊

本
で
観
戦
で
き
る
貴
重
な
機
会
で

す
。
是
非
、
会
場
や
コ
ー
ス
沿
線

に
足
を
お
運
び
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
大
会
H
P
を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

熊
本
県
働
き
方
改
革
推
進

支
援
セ
ン
タ
ー
に
よ
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
無
料
相
談

　

長
時
間
労
働
の
是
正
、
最
低
賃

金
へ
の
対
応
、
ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
の

防
止
そ
の
他
の
課
題
等
に
関
す
る

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
相
談
窓
口
と
し

て
、
社
会
保
険
労
務
士
等
の
専
門

家
が
、
事
業
主
の
皆
様
か
ら
の
相

談
に
無
料
で
対
応
し
て
い
ま
す
。

　

秘
密
厳
守
で
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

①
来
所
や
電
話
・
メ
ー
ル
に
よ
る

　

相
談
対
応

②
個
別
企
業
を
訪
問
し
て
行
う
コ

　

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

③
業
種
団
体
会
員
向
け
セ
ミ
ナ
ー

　

の
開
催
等

問
＝
熊
本
働
き
方
改
革
推
進
支
援

セ
ン
タ
ー

☎
０
１
２
０
–
０
４
１
–
１
２
４

パ
ソ
コ
ン
講
座
・
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
参
加
の
ご
案
内

パ
ソ
コ
ン
講
座
で
は
、
就
職
活

動
や
仕
事
に
役
立
つW

o
rd

・

Excel

・Pow
erPoint

の
基
本
操

作
を
学
び
ま
す
。
初
心
者
で
も
安

心
し
て
参
加
で
き
る
内
容
で
す
。

さ
ら
に
、
毎
週
水
曜
日
に
は
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
も
実
施
し
て
い
ま

す
。
参
加
費
は
無
料
で
す
。
お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
パ
ソ
コ
ン
講
座

【
日
時
】
10
月
15
日
（
水
）

13
：
30
〜
15
：
00

【
場
所
】
球
磨
地
域
振
興
局
会
議

棟
2
階
小
会
議
室

【
定
員
】
先
着
３
名

問
＝
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
つ
し
ろ

☎
０
９
６
５
–
３
７
–
８
７
３
９

お
し
ご
と
出
張
相
談
会
の

開
催

心
配
事
や
不
安
に
寄
り
添
い

「
働
き
た
い
」
と
い
う
気
持
ち
を

応
援
し
て
い
ま
す
。
無
料
で
実
施

し
て
い
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。
（
守
秘
義
務
厳

守
）
※
要
予
約
。
詳
細
は
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】
15
歳
か
ら
49
歳
ま
で

の
求
職
者
及
び
そ
の
家
族

問
＝
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
や
つ
し
ろ

☎
０
９
６
５
–
３
７
–
８
７
３
９

ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
就
労
相
談

窓
口
・ジ
ョ
ブ
カ
フ
ェ（
無
料
）

人
吉
・
球
磨
地
域
の
人
材
確

保
・
マ
ッ
チ
ン
グ
の
た
め
、
ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ
は
、

事
業
所
・
求
職
中
の
方
々
の
支
援

を
し
て
い
ま
す
。
就
労
に
関
す
る

ど
ん
な
こ
と
で
も
、
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

【
対
象
者
】求
職
、転
職
希
望
の
方
、

採
用
活
動
中
の
事
業
所　
ど
な
た

で
も
O
K
!
年
齢
制
限
な
し
。

（
事
業
所
・
求
職
者
本
人
・
家

族
・
学
校
の
先
生
）

【
開
所
時
間
】
月
曜
日
〜
金
曜
日

（
10
時
〜
17
時
）
土
・
日
・
祝
日

は
休
み
（
予
約
優
先
）

問
＝
球
磨
地
域
振
興
局
内　

ジ
ョ

ブ
カ
フ
ェ
・
球
磨
ブ
ラ
ン
チ

☎
2
2
–
0
5
5
5

労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の
解
決

に
「
あ
っ
せ
ん
」
を

ご
利
用
く
だ
さ
い

熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
労

働
者
個
人
と
事
業
主
と
の
間
の

ト
ラ
ブ
ル
に
つ
い
て
、
話
し
合
い

に
よ
る
解
決
を
無
料
で
支
援
す
る

「
あ
っ
せ
ん
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

公
益
委
員
・
労
働
者
委
員
・
使
用

者
委
員
の
３
名
の
あ
っ
せ
ん
員
が

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
ま
す
。

　
労
働
者
・
事
業
主
の
ど
ち
ら
か

ら
で
も
申
請
で
き
、
ま
た
、
正
社

員
か
否
か
は
問
い
ま
せ
ん
の
で
、

ま
ず
は
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

問
＝
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
６
–
３
３
３
–
２
７
５
３

「
労
使
間
ト
ラ
ブ
ル
の

解
決
相
談
会
」
を
開
催

し
ま
す
！

　
熊
本
県
労
働
委
員
会
で
は
、
自

主
的
な
解
決
が
難
し
い
労
使
間
ト

ラ
ブ
ル
の
解
決
方
法
に
つ
い
て
、

弁
護
士
・
大
学
教
授
、
労
働
組
合

役
員
、
会
社
役
員
等
３
名
の
委
員

に
よ
る
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

費
用
は
無
料
で
す
。
ま
ず
は
、
お

気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】
10
月
25
日
（
土
）
10
時

〜
16
時
30
分
（
受
付
16
時
ま
で
）

※
原
則
１
人
１
回
限
り
30
分
以
内

（
予
約
優
先
）

【
場
所
】
く
ま
も
と
県
民
交
流
館

パ
レ
ア
９
階　
会
議
室
５

問
＝
熊
本
県
労
働
委
員
会
事
務
局

☎
０
９
６
–
３
３
３
–
２
７
５
2

「
熊
本
県
障
が
い
者
I
C
T

サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
ま
し
た
！

県
で
は
、
障
が
い
の
あ
る
方
の

I
C
T
機
器
利
用
機
会
の
拡
大
の

た
め
に
、
「
熊
本
県
障
が
い
者

I
C
T
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を

開
設
し
ま
し
た
。

☎
０
９
６
–
２
４
８
–
６
６
０
０

保
護
犬
・
猫
の
ト
ラ
イ
ア
ル

制
度
を
行
っ
て
い
ま
す
！

熊
本
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー
で

は
、
保
護
犬
猫
の
正
式
譲
渡
の
前

に
、
先
住
犬
猫
と
の
相
性
の
確
認

や
動
物
ア
レ
ル
ギ
ー
な
ど
の
不
安

を
解
消
す
る
た
め
、
原
則
２
週
間

以
内
の
お
試
し
飼
育
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　
制
度
の
詳
細
に
つ
い
て
は
、
県

又
は
県
動
物
愛
護
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
に
て
ご
確
認
い
た
だ
く
か
、
次

の
連
絡
先
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

問
＝
熊
本
県
動
物
愛
護
セ
ン
タ
ー

☎
０
９
６
４
–
２
７
–
８
１
１
５

ロ
ー
ド
・
ク
リ
ー
ン
・
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
協
定
団
体
の

募
集
に
つ
い
て

熊
本
県
で
は
、
県
が
管
理
す
る

道
路
で
の
清
掃
や
除
草
、
植
栽
な

ど
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
支

援
を
目
的
と
し
て
、
「
ロ
ー
ド
・

ク
リ
ー
ン
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
事

業
」
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
個
人
や
団
体
を
問
わ
ず
申
し
込

み
可
能
で
、
ゴ
ミ
袋
や
軍
手
な
ど

の
支
給
、
清
掃
用
具
の
貸
し
出

し
、
保
険
の
加
入
補
助
な
ど
の
支

援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。

問
＝
熊
本
県
道
路
保
全
課

☎
０
９
６
–
3
3
3
–
２
４
９
５

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

に
つ
い
て

心
に
不
安
や
悩
み
を
抱
え
て
い

る
人
達
を
、
家
族
や
関
係
者
だ
け

で
な
く
地
域
全
体
で
支
え
、
誰
も

が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
開
放
的
な

地
域
社
会
の
実
現
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
本
講
座
を
開
催
し
ま

す
。

【
第
１
回
】
11
月
５
日
（
水
）

10
時
〜
15
時

　
統
合
失
調
症
、
精
神
科
リ
ハ
ビ

リ
テ
ー
シ
ョ
ン
に
つ
い
て
（
仮
）

な
ど

【
第
２
回
】
11
月
12
日
（
水
）

10
時
〜
15
時

　
保
健
所
の
役
割
と
人
吉
球
磨
の

精
神
保
健
福
祉
（
仮
）
な
ど

【
第
３
回
】
11
月
19
日
（
水
）

10
時
〜
12
時

　
病
気
の
こ
と
、
現
在
の
こ
と
、

周
り
の
人
に
求
め
る
こ
と
（
仮
）

な
ど

【
場
所
】
受
講
さ
れ
る
方
に
後
日

連
絡
し
ま
す
。

【
募
集
人
数
】
20
名　

※
締
切
10
月
17
日
（
金
）

【
対
象
】
人
吉
球
磨
在
住
の
方

で
、
原
則
全
日
程
受
講
可
能
な

方
。
た
だ
し
、
一
部
受
講
参
加
も

可
能
。

【
受
講
料
】
無
料　
※
昼
食
無
料

（
５
日
、
12
日
の
み
お
弁
当
）

【
感
染
症
対
策
に
つ
い
て
】
入
室

時
の
検
温
・
手
指
消
毒
・
マ
ス
ク

の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

問
＝
地
域
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
翠

　
　

担
当
（
犬
童
・
髙
田
ま
で
）

☎
2
2
–
２
５
７
０

募　

集

情
報
の
広
場

お
知
ら
せ
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『
文
化
財
さ
ん
ぽ
』　
一
武
地
区
　
小
川
集
落
②
・
覚
井
集
落
①
　

１
．
小
川
の
阿
弥
陀
堂 

　

一
武
小
川
集
落
に
は
、
鶴
の
供
養
塔
の
ほ
か
に

阿
弥
陀
堂
も
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
堂
の
あ
る
辺
り
は
、
昔
「
広
大
寺
」
と
い

う
お
寺
が
あ
っ
た
場
所
と
い
わ
れ
て
お
り
、
阿
弥

陀
堂
の
境
内
に
も
室
町
や
安
土
・
桃
山
時
代
の
年

号
の
刻
ま
れ
た
五
輪
塔
、
江
戸
時
代
の
板
碑
の
古

墓
な
ど
十
数
基
が
ひ
っ
そ
り
と
建
っ
て
い
ま
す
。

　

さ
て
「
広
大
寺
」
と
い
え
ば
、
第
十
一
代
相
良

藩
主
・
長
続
の
時
代
（
宝
徳
三
年(1451)

室
町
時

代
）
の
こ
と
。
長
続
が
薩
摩
へ
出
陣
し
て
い
る
最

中
、
人
吉
赤
池
の
城
主
・
斎
木
但
馬
守
が
長
続
に

逆
心
を
企
て
ま
す
。
こ
れ
が
長
続
の
知
る
所
と
な

り
切
腹
を
迫
ら
れ
、
一
族
郎
党
二
百
名
余
り
で
赤

池
城
（
現
在
の
人
吉
市
赤
池
原
の
天
真
寺
の
場

所
）
に
立
て
籠
り
ま
す
が
、
そ
こ
へ
長
続
の
軍
が

大
勢
で
攻
め
寄
せ
た
為
、
斎
木
は
夜
中
の
う
ち
に

城
を
忍
び
出
て
一
武
村
角
井
（
覚
井
（
小
川
）
）

に
あ
る
「
広
大
寺
」
ま
で
走
り
来
て
自
刃
、
一
家

は
滅
亡
に
至
っ
た
、
そ
ん
な
話
が
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

こ
の
様
な
歴
史
を
持
つ
寺
跡
の
一
角
に
建
つ
阿

弥
陀
堂
に
は
、
像
高
41
セ
ン
チ
の
彩
色
（
色
が
塗

ら
れ
て
い
る
）
さ
れ
た
木
造
の
阿
弥
陀
如
来
坐
像

が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
阿
弥
陀
様
に
つ
い
て

は
、
以
前
か
ら
い
つ
造
ら
れ
た
も
の
な
の
か
銘
文

は
な
い
と
さ
れ
て
来
て
い
た
の
で
す
が
、
今
回
広

報
誌
に
掲
載
す
る
に
あ
た
り
改
め
て
調
査
し
た
と

こ
ろ
、
「
當
村
善
男
子
善
女
人
□
□
□
事
悪
病
為

術
施
□
□
也
／
天
文
八
年
己
亥
八
月
吉
祥
日
／
九

月
十
一
日
入
佛
」
と
の
墨
書
銘
が
発
見
さ
れ
ま
し

た
。
天
文
八
年
は
西
暦
１
５
３
９
年
、
お
よ
そ
５

０
０
年
前
に
造
ら
れ
た
の
で
す
。
向
か
っ
て
左
手

が
修
復
時
に
付
け
替
え
ら
れ
て
い
る
も
の
の
、
両

目
に
は
玉
眼
（
ガ
ラ
ス
や
水
晶
で
作
ら
れ
た
目
）

も
入
っ
て
い
ま
す
。
ブ
ロ
ッ
ク
造
り
の
お
堂
に

は
、
創
建
当
時
の
も
の
な
の
か
彫
刻
や
彩
色
さ
れ

た
梁
や
鳳
凰
と
蓮
の
葉
が
描
か
れ
た
板
も
見
ら
れ

ま
す
。

２
．
覚
井
の
薬
師
堂 

　

国
道
沿
い
に
あ
る
消
防
署
東
分
署
前
の
十
字
路

を
北
へ
５
０
０
メ
ー
ト
ル
程
下
っ
た
道
路
右
手
の

坂
下
に
あ
る
、
小
さ
な
一
本
橋
を
渡
っ
た
と
こ
ろ

に
薬
師
堂
は
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

お
堂
の
中
に
は
、
彩
色
さ
れ
た
像
高
45
セ
ン
チ

の
木
造
の
薬
師
如
来
坐
像
と
脇
侍
（
わ
き
じ
）
で

あ
る
木
造
の
日
光
・
月
光
菩
薩
立
像
、
木
造
の
十

二
神
将
（
薬
師
如
来
を
守
護
す
る
十
二
尊
の
仏

尊
）
の
う
ち
の
９
躰
が
祀
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

薬
師
如
来
像
の
膝
の
接
合
部
分
（
膝
矧
目
）
に

は
「
大
願
主
聡
芳
／
知
蔵
禅
師
／
檀
那
藤
原
朝
臣

兼
秀
／
佛
作
慶
薫
／
天
文
元
年
（1532

）
壬
申
季

十
月
十
二
日
開
眼
敬
白
」
の
墨
書
銘
が
記
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
銘
に
あ
る
仏
師
慶
薫
は
、
他
に

西
大
王
三
条
に
あ
る
弥
勒
堂
の
弥
勒
菩
薩
に
も
そ

の
名
を
残
し
て
お
り
、
八
代
の
二
見
に
住
ん
で
い

た
と
も
記
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
薬
師
堂
も
ま
た
、
小
川
の
阿
弥
陀
堂
と
同

じ
く
「
広
大
寺
」
と
関
係
が
あ
る
の
で
は
、
と
い

わ
れ
て
い
る
お
堂
で
す
。

　　
　
　
　

錦
町
文
化
財
保
護
委
員　
　

東　

一
美

な
が
つ
ぐ

ひ
ざ
は
ぎ
め

さ
い  

き 

た
じ
ま
の
か
み

＊
こ
の
お
堂
に
つ
き
ま
し
て
は
、
仏
像
等
に

　

盗
難
の
恐
れ
が
あ
る
為
、
位
置
情
報
の
掲

　

載
を
見
送
り
ま
し
た
。
お
参
り
を
希
望
さ

　

れ
る
方
は
、
錦
町
教
育
委
員
会
ま
で
ご
連

　

絡
く
だ
さ
い
。

〈
出
典
：
国
土
地
理
院
地
図
〉

〈
出
典
：
国
土
地
理
院
地
図
〉

阿弥陀如来坐像と彩色された台座・板絵など

薬師如来坐像、日光・月光
菩薩立像、十ニ神将（9躰）

↑
薬師如来像の膝部分
に銘文が確認できます

一武覚井の薬師堂一武覚井の薬師堂
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問合せ　　錦町図書館　　☎ ３８－３４２０

錦町図書館だより

      　　　　一般書書名 　　　　  　　　　　　　著　者         　     　　  　児童書書名   　　　  　　著　者
嘘と隣人
桜風堂夢ものがたり
東大卒、じいちゃんの田んぼを継ぐ
58歳、旅の湯かげんいいかげん
台所探検家、地球の食卓を歩く
聞いてるつもりなのに「話聞いてた？」と言われたら読む本
それ、すべて過緊張です。

芦沢　央
村山　早紀
米　利休
ひうら　さとる
岡根谷　実里
阪本　浩一
奥田　弘美

じゃばじゃじゃーん
けんちくってたのしい！
なないろのはし
妖怪一家九十九さん外伝
ぼくの影をさがして
さみしい夜のページをめくれ
あなたの心と体を守る性の知識 1～3 

柿木原　政広
たつみ　なつこ
横山　佳
富安　陽子
飯沢　耕太郎
古賀　史健

一般書 児童書

汽水域
岩井　圭也
双葉社

おおぐいひょうたん
吉沢　葉子
福音館書店

亀戸で複数の死傷者を出す無差別殺傷事件
が発生。現行犯逮捕された深瀬という男は
逮捕後、「死刑になりたかった」と供述す
る。フリーの事件記者である安田は週刊誌
の連載のため、深瀬とかかわりのある人物にインタビューを重ねる
が、その素顔に自らの生い立ちを重ね、心を寄せていく。しかし、自
身が執筆した記事によって最悪の事態が起こり・・・。善悪の間を漂
う私たちは、いくつもの“命綱”によって繋ぎ止められているのだと気
づかされる、社会派サスペンス。

草むらで見つけた小さなまるい
ひょうたんがどうしても欲しくて、おかあさんにとってもらったフ
ライラ。そのひょうたんはフライラにあわせて、とんだり、はねた
りする不思議なひょうたんでした。すっかりひょうたんが気に入っ
たフライラでしたが、ひょうたんは突然「にくがくいたい」といっ
て、フライラの足にしゃぶりついてきて！？ひょうたんの正体に気
づいたおとうさんは、すぐにひつじのところへ逃げるようにいいま
すが・・・。おいかけてくるひょうたんがこわい、西アフリカの昔
話です。     

開館時間　午前10時～午後６時まで
休 館 日　毎月第１水曜日　年末年始　12月29日～1月3日

おかあさんにと てもら たフ

図書館からのお知らせ

新刊 おすすめの本

おうちに眠っている錦町に関する資料（西村史、一武村史、木上村史など・・・）を図書館に寄贈いただけませんか？
寄贈いただける場合は、図書館までお電話でご連絡ください。

１１月５日（水）は休館日です
毎月第１水曜日は休館日です（祝日の場合は、翌日が休館になります）

「小泉八雲」の世界へ
　ＮＨＫ連続テレビ小説「ばけば
け」に登場する明治時代の作家、
小泉八雲とその妻・セツにまつわ
る本を紹介します。

古い伝説や奇談、とりわけ怪談に強
い関心を持ち続けた小泉八雲は、そ
れらの説話を再話として磨き上げま
した。単なる幽霊話とは違う、彼な
らではの「詩情」が注ぎ込まれた怪
奇談です。

『
怪
談
小
泉
八
雲
怪
奇
短
編
集
』

　
　
　
　
　
　

小
泉
八
雲（
著
）

のちに『怪談』を生みだす男が最後
に選んだ地は、開国直後の日本だっ
た。ひとりの異邦人、ラフカディ
オ・ハーンが「小泉八雲」になるま
でを描いたフィクションです。

『
黒
い
蜻
蛉
小
説
小
泉
八
雲
』

　
　
　

ジ
ー
ン
・
パ
ス
リ
ー（（
著
）

身勝手に前妻と離縁したことをつく
づく後悔する侍だったが、任期を終
えて戻ってみると、かつての家は荒
れ寂れていた。ところが奥の部屋か
ら灯りが漏れているのに気づき…。
（「和解」）

『
怖
い
家
』

　

エ
ド
ガ
ー
・
ア
ラ
ン
・
ポ
ー
ほ
か（
著
）
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出張年金相談（予約制）のご案内
【令和７年10月開催予定】

第１・３・４月曜日 第１・３・５水曜日 第２・４水曜日

【相談時間】 9：00～17：00（錦町総合福祉センター、多良木町役場）
  9：30～16：45（人吉市役所１Ｆ　相談室２）
  ※12：00～13：00の時間帯は除く

人吉市役所１Ｆ　相談室２ 錦町総合福祉センター

６日・20日・27日 １日・15日・29日
多良木町役場

８日・22日

ご予約の方法
◎八代年金事務所出張相談予約担当 ☎：０９６５－３５－６１２３
　受付時間：（平日）午前９時～午後５時（第２土曜日）午前９時３０分～午後４時

※ご予約の際には、ご相談者様と配偶者の方の基礎年金番号がわかるものをご準備のうえ
　　開催日の３日前までにお電話ください

出張年金相談は八代年金事務所が熊本県社会保険労務士会へ業務委託をして行うものです。
※直接、年金事務所で年金の相談等をされる際にも予約が必要になります。
　予約なしの場合には、予約者優先のため待ち時間が長くなります。
　八代年金事務所　お客様相談室　予約受付電話（0965）-35-6123　自動音声案内①を選択後、②を選択してください。

対象独身男性：球磨郡・人吉市にお住まいの方　　対象独身女性：市町村は問いません

錦町主催イベントや1対1お見合い、近隣町合同・9町村合同イベントなどの情報をメールでご案内します。
秘密は固く守られます。(登録料や年会費は無料)
※面談時(ご希望の方)や婚活イベント開催時には、顔写真付き身分証明書(免許証やマイナンバーカードなど)の確認をさせていただきます。

ご質問やご相談は、メールやお電話でお気軽にお問い合わせください。

【募集対象】25歳～45歳の球磨人吉在住独身男女（各５名）
※顔写真付き身分証明書の確認あり　【開催日】令和7年10月29日（水）　

【時間】19:15～21:30（予定）　【場所】球磨郡内　【参加費】500円　
※内容は変更となる場合があります。ご応募多数の場合は抽選とし、詳細は参加決定

　　者にお知らせします。
※準備の都合上、参加決定通知後のキャンセルは参加費をご請求させていただきます。

　　予めご了承ください。
【申込方法】下記8項目をメール（QRコード）にてご入力のうえ、お申込みください。
　①氏名 ②ふりがな ③生年月日 ④性別 ⑤携帯番号 ⑥市町村名 ⑦職業（勤務先） ⑧イベント情報を知られた
　きっかけ　【締切日】令和7年10月13日（月）
★１対1トーク中心のお見合いです。（お食事はありません）主催：錦町・あさぎり町

『にしきまちの縁結び』新規登録募集中

『ハロウィン婚活』イベント参加者募集

◆結婚相談 専用メールアドレス　nishiki-konkatsu＠nishiki.kumamoto.jp
※迷惑メール対策の設定をされている方は、受信できない場合があります。
　設定の確認をお願いします。（メールの返信がない場合はお電話でお尋ねください。）
◆住民福祉課 住民係　☎38-1112（担当：椎葉） メール用QRコード

婚活コーナー

※予定は変更になる場合があります。

誤飲チェッカー チャイルドビジョン

リビングの危険な箇所は、
どこか考えてみましょう

・子どもの成長発達による行動範囲の拡大について
・こどもと大人の視野と視界の違いについて
・家庭内でできる事故防止について

子どもの世界を
のぞいてみませんか？

子どもの視力ってこのくらい
子どもと大人の視界の違いを
体験してもらいました

実習生による教育講話

1 2 3 

6 7  8 9 10

13 14 15 16 17

20 21 22 23 24

27 28 29 30 31

　ももくらぶは、楽しみながら子育てができるように、親子の交流や
情報交換の場として、錦町保健センター内に開設しています。
　どうぞお気軽にお越しください。

月 火 水 木 金

午前　子育てひろば
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば
午後　子育てひろば

午前
母子手帳交付と両親学級
午後マタニティータイム

午前　子育てひろば
午後　1歳6か月児健診

午前
母子手帳交付と両親学級
午後マタニティータイム

午前　子育てひろば
午後　ママの会

午前　　　×
午後　子育てひろば

午前　子育てサークル
　　　（ねんねコース）
午後　子育てひろば

午前　子育てサークル
ママとベビーのボディーケア
午後　子育てひろば

午前　子育てサークル
　　　（親子運動教室）
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　　　×
午後　子育てひろば

午前　子育てサークル
（はいはいきらきらコース）
午後　3ヶ月児健診

午前　子育てサークル
　　　(えほんの会）
午後　親と子の歯の教室

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　6か月児健診
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　　　×
午後　　　×

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　　　×
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

今月の足形アートは
ハロウィンです

10月の活動

ԉηϯλʔࢧҭͯࢠொۋ

΋΋ Β͘Ϳ
͔Βͷ͓஌Βͤ

子育てサークル（午前10：00～12：00）マタニティータイム（午後1：30～4：00）
子育てひろば（午前9：30～11：30　午後1：30～4：00）
　・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
　・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、育児用品などを作ることができます。

子育て相談　随時受け付けております。（個室にて対応できます。）
　＊ご利用の際は、事前に電話での連絡をお願いいたします。
ママの会（午後1：30～4：00）　
　お子様が就園.就学されたママ達が楽しく集う時間です。

スポーツの日

問合せ　錦町子育て支援センター（錦町保健センター内）　　☎ ３８－２０４８
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※予定は変更になる場合があります。

誤飲チェッカー チャイルドビジョン

リビングの危険な箇所は、
どこか考えてみましょう

・子どもの成長発達による行動範囲の拡大について
・こどもと大人の視野と視界の違いについて
・家庭内でできる事故防止について

子どもの世界を
のぞいてみませんか？

子どもの視力ってこのくらい
子どもと大人の視界の違いを
体験してもらいました

実習生による教育講話

1 2 3 

6 7  8 9 10

13 14 15 16 17

20 21 22 23 24

27 28 29 30 31

　ももくらぶは、楽しみながら子育てができるように、親子の交流や
情報交換の場として、錦町保健センター内に開設しています。
　どうぞお気軽にお越しください。

月 火 水 木 金

午前　子育てひろば
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば
午後　子育てひろば

午前
母子手帳交付と両親学級
午後マタニティータイム

午前　子育てひろば
午後　1歳6か月児健診

午前
母子手帳交付と両親学級
午後マタニティータイム

午前　子育てひろば
午後　ママの会

午前　　　×
午後　子育てひろば

午前　子育てサークル
　　　（ねんねコース）
午後　子育てひろば

午前　子育てサークル
ママとベビーのボディーケア
午後　子育てひろば

午前　子育てサークル
　　　（親子運動教室）
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　　　×
午後　子育てひろば

午前　子育てサークル
（はいはいきらきらコース）
午後　3ヶ月児健診

午前　子育てサークル
　　　(えほんの会）
午後　親と子の歯の教室

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　6か月児健診
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　　　×
午後　　　×

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

午前　　　×
午後　子育てひろば

午前　子育てひろば　　
午後　子育てひろば

今月の足形アートは
ハロウィンです

10月の活動

ԉηϯλʔࢧҭͯࢠொۋ

΋΋ Β͘Ϳ
͔Βͷ͓஌Βͤ

子育てサークル（午前10：00～12：00）マタニティータイム（午後1：30～4：00）
子育てひろば（午前9：30～11：30　午後1：30～4：00）
　・プレイルームでは、親子で自由にあそぶことができます。
　・育児中のお母さんはもちろん、出産を控えた妊婦さんも、育児用品などを作ることができます。

子育て相談　随時受け付けております。（個室にて対応できます。）
　＊ご利用の際は、事前に電話での連絡をお願いいたします。
ママの会（午後1：30～4：00）　
　お子様が就園.就学されたママ達が楽しく集う時間です。

スポーツの日

問合せ　錦町子育て支援センター（錦町保健センター内）　　☎ ３８－２０４８
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問合せ　　錦町保健センター　　☎ ３８－２０４８

錦町が健康になるには？①

　自分の腎臓が元気か、血管を傷つけるリスクがあるかは健診でわかります。

　国は死因の上位を占める心血管病予防に取り組んでいますが、錦町ではどんな病気に
医療費をたくさん使っているのでしょうか？その病気は予防できるものなのか考えてみ
ます。

錦町の健康課題は？各種データから見てみました。
【錦町の医療費の状況（KDBシステム「健診・医療介護データから見る地域の健康課題」より）】

栄養士　塚本　有喜

生活習慣病の方は生活習慣病の方は「「CKD予備軍CKD予備軍」」ですです

R5 年度

錦町
熊本県
全国

糖尿病

6.06％
5.57％
5.30％

国保１人１ヶ月
当り医療費
37,713円
33,880円
28,443円

慢性腎不全 ( 透析あり )
が医療費に占める割合

5.91％
5.47％
4.24％

錦町の特定健診の有所見状況
(割合が高い項目を見てみます) 

腎臓が傷む原因は？

腎臓は生活習慣の改善で
予防可能です！！

錦町の健康課題は腎臓！！

※CKD：腎臓の障害もしくは機能が低下し続ける状態。進行すると、脳卒中や心臓病
　などのリスクが上がり、食事治療や透析などの治療が必要になります。

生活習慣病の方は「CKD予備軍」です
糖尿病糖尿病 高血圧高血圧 脂質異常症脂質異常症糖尿病 高血圧 脂質異常症

※

項目

（基準値以上）

BMI

肥満 　　血管を傷つける

(25以上)

錦町

熊本県

全国

30.1%

27.7%

26.9%

空腹時
血糖

(100以上)

43.6%

35.7%

24.3%

HbA1c

(5.6以上)

76.6%

73.6%

58.1%

尿酸

(7.0以上)

(KDBシステム R5年度「様式5-2」より)

10.3%

 8.4%

 6.6%

保健センター
だより
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※各分館の予定日は　行事予定表・あいねっと放送をご確認ください

参加費

無  料
対象年齢

65歳以上

65 歳以上の方は必見！65 歳以上の方は必見！65 歳以上の方は必見！65 歳以上の方は必見！65 歳以上の方は必見！ ＊ 自分の体力年齢を知ることができ、健康寿命を延ばす
　　 ための講話もあります

＊ 腰と膝を支えるための簡単な体操が覚えられます

＊ 虚弱状態にならないための、体力づくりについて

＊ 認知症にならないために、今からできることについて

若返り
健診

いつまでも健康で若々しく過ごすために、
   年に 1 度の若返り健診に参加しましょう！

錦町

地域包括支援センター便り

若返り健診での体力測定はこちらです

握力 TUG（タッチ アップ ゴー） 開眼片足立ち

10月から始まります！！

すべての分館で開催されますので、

　たくさんの参加をお待ちしています!

問合せ　　錦町地域包括支援センタ－　　☎ 38－4020
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人の動き 8月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　4,048（－2）　  ○総人口　9,973（－4）　  ○男　4,720（－3）　  ○女　5,253（－1）

　

こ
の
度
、
幼
な
じ
み
の
川
辺
大
さ
ん

か
ら
「
思
い
つ
く
ま
ま
」
の
バ
ト
ン
を

受
け
取
り
、
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

文
章
は
久
し
ぶ
り
に
書
く
の
で
色
々
考

え
な
が
ら
書
い
て
い
ま
す
。
最
後
ま
で

見
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

私
は
錦
町
で
生
ま
れ
、
錦
町
で
育

ち
、
今
も
錦
町
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

私
は
18
歳
で
子
供
を
出
産
し
、
母
に
な

り
ま
し
た
。
高
校
３
年
生
で
し
た
。
高

校
卒
業
後
は
福
岡
に
就
職
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
家
族
や
学
校
の
先

生
方
と
話
し
合
い
、
地
元
で
育
て
て
い

く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
出
産
前
後
は

家
庭
学
習
を
し
て
、
学
期
末
テ
ス
ト
と

卒
業
式
だ
け
学
校
に
登
校
し
ま
し
た
。

最
後
の
学
校
イ
ベ
ン
ト
は
ほ
と
ん
ど
参

加
で
き
ず
、
と
て
も
悔
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
周
り
の
友
達
は
残
り
の
学

校
生
活
の
思
い
出
作
り
、
新
生
活
の
準

備
、
と
て
も
キ
ラ
キ
ラ
し
た
青
春
を
謳

歌
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
は
子

育
て
に
毎
日
追
わ
れ
て
、
余
裕
の
な
い

生
活
。
友
達
と
会
え
な
い
辛
さ
や
孤
独

感
は
と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
。
し
ば
ら

く
友
達
の
連
絡
や
S
N
S
を
い
い
気
持

ち
で
見
れ
な
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
娘
に
は
母
親
の
私

が
必
要
で
、
周
り
の
家
族
や
友
達
の
支

え
も
あ
っ
て
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
同
級
生
か
ら
４
ヶ

月
遅
れ
て
で
す
が
、
就
職
す
る
こ
と
も

で
き
、
今
は
働
き
な
が
ら
の
子
育
て
に

毎
日
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
子
供
も
ど
ん

ど
ん
成
長
し
、
た
く
さ
ん
の
癒
し
を
与

え
て
く
れ
て
幸
せ
な
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
「
若
い
う
ち
に
子
育

て
し
て
た
方
が
い
い
よ
〜
」
と
優
し
い

お
言
葉
を
頂
く
こ
と
も
増
え
、
若
く
て

母
親
に
な
れ
た
こ
と
を
プ
ラ
ス
で
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
で
私
は
20
歳
に
な
り
、
娘
も
２

歳
に
な
り
ま
す
。
少
し
、
子
育
て
も
落

ち
着
い
て
き
た
今
、
私
の
目
標
は
将
来

役
立
つ
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
す
。

若
い
か
ら
こ
そ
の
体
力
や
メ
ン
タ
ル
を

上
手
に
使
い
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
思
い
っ
き
り
楽
し
も
う
と
思
い

ま
す
。
ご
拝
読
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ᰴ
࿁
㯋
ᧁ
਄
⨹
↰
㯊

㜞
ᯅ㮆

㮱
㮫
㯥
㮱
㯯
㯃
㮵

酔
余

ち
は
や
ふ
る
速
き
瀬
ご
と
の
く
ま
川
は

銚
子
笠
よ
り
不
知
火
の
海
へ

Ｔ
・
晴
美

ぶ
つ
か
っ
て
話
を
聞
い
て
慰
め
た

我
が
子
も
友
も
成
長
し
を
り

思
春
期
の
中
学
生
も
口
開
け
て

カ
エ
ル
の
よ
う
に
縮
こ
ま
り
寝
る

キ
ャ
パ
を
越
え

ど
う
こ
な
す
か
を
紙
に
書
き

中
学
生
活
半
分
を
越
す

よ
く
聞
く
語
「
S
N
S
」
と
「
詐
欺
被
害
」

「
自
然
災
害
」
よ
り
も
多
き
か

酔
余

盆
踊
り
後
を
端
折
り
輪
の
中
へ

富
松　

君
代

こ
た
あ
な
か

が
ん
ば
っ
と
る
バ
イ
１
０
０
歳
体
操

こ
た
あ
な
か

こ
ん
く
ら
い
で
は
ま
け
ん
ば
い

萩
原　

一
晴　
　
（
一
盛
・
梨
沙
）

　
　
　

  

　

一
武
西
原

久
保
田　

琉
麗　
（
功
輝
・
綾
子
）

　
　
　

  

　

一
武
上
本
別
府

　

税
所　

万
翔　
　
（
一
武
狩
政
）　

　

福
田　

詩
音　
　
（
北
九
州
市
）

永
田　

睦
子　
（
82
歳
）　

西
上
黒
辺
田
野

桑
原　

菊
代　
（
88
歳
）　

一
武
東
原

海
老
原　

貞
光（
88
歳
）　

木
上
覚
井

【
総
届
出
件
数
】

出
生
8
件　

婚
姻
3
件　

死
亡
5
件

☆
次
回
（
11
月
号
）
の
笠

◆
あ
ら
ん
こ
と
（
的
外
れ
な
こ
と
・

　
関
係
な
い
こ
と
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　
締
切
日
　
10
月
10
日
（
金
）

い
ち
は
る

ら　

ら

㮆

㮯
㯊
㰆
㱋
㰝
㱋
㯋
⊝
㮱
㯯
㮨
᥉
Ბ
ᕁ
㮿

㯂
㮠
㯧
㮯
㯄
㯮
ᦠ
㮠
㯂
㮠
㮻
㮼
㮩
㮇ᰴ
㯊

ᣇ
㯔
㰭
㱆
㰽
㰿
㱋
㮵
㯧
㯞
㯊
㯃
㮵
㮈

㮆

㯤
㯩
㮳
㮫
㮦
㗿
㮠
㮳
㯚
㮵
㮈

ししまいの祖父にかまれる娘

保育園の進級式での様子

錦
み
ん
な
の
歌
会

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、
と
も
に
8
月
受

付
分
で
す
。
更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分
の
み

と
し
、
承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

９
月
末
で
広
報
担
当
に
な
り
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し
、
そ
の

際
は
写
真
撮
影
な
ど
快
く
ご
協
力
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
も
残
り
半
年

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
錦
町
の
魅
力
を
お

伝
え
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
！

　

さ
て
、
今
年
は
５
年
に
一
度
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

る
「
国
勢
調
査
」
の
年
で
す
。
こ
の
国
勢
調
査
は
、

子
育
て
支
援
や
福
祉
、
防
災
な
ど
様
々
な
行
政
施
策

の
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る
と
て
も
重
要
な
調
査

で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
人
す
べ
て
の
方
が
対
象
で

す
。
回
答
は
1
0
月
8
日
ま
で
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
い
つ
で
も
回
答
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
が
お
す
す
め
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
早
め
に
回
答
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

尾
方　

涼
祐

短　

歌

に
し
き
狂
句

俳　

句

令和６年度 錦町家族で考える人権標語

１年  小園　瑛翔

１年  木下　笑花

１年  内山 倖志郎

２年  白石　結奈

２年  山本　莉緒

※令和6年度の学年を表示しています。

錦中学校

忘れない　会話の中にも　思いやり

守ろうよ　自分らしさと　君らしさ

見つめ直そう  自分の言動  笑顔あふれるまちへ

認め合おう　あなたの個性と　自分の個性を

多様性　みんなの色を　大切に

こ ぞの　  えい と

きのした　  わ  か

うちやま こうしろう

しらいし ゆう な

やまもと　 り  お

思いつくまま

桑原　亜萌李さん
（木上目郎）

411

お
く
や
み

ご
誕
生

ご
結
婚

編
集
後
記
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人の動き 8月末人口動態　　（　）は先月比
○世帯数　4,048（－2）　  ○総人口　9,973（－4）　  ○男　4,720（－3）　  ○女　5,253（－1）

　

こ
の
度
、
幼
な
じ
み
の
川
辺
大
さ
ん

か
ら
「
思
い
つ
く
ま
ま
」
の
バ
ト
ン
を

受
け
取
り
、
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

文
章
は
久
し
ぶ
り
に
書
く
の
で
色
々
考

え
な
が
ら
書
い
て
い
ま
す
。
最
後
ま
で

見
て
い
た
だ
け
る
と
幸
い
で
す
。

　

私
は
錦
町
で
生
ま
れ
、
錦
町
で
育

ち
、
今
も
錦
町
で
生
活
し
て
い
ま
す
。

私
は
18
歳
で
子
供
を
出
産
し
、
母
に
な

り
ま
し
た
。
高
校
３
年
生
で
し
た
。
高

校
卒
業
後
は
福
岡
に
就
職
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
し
た
が
、
家
族
や
学
校
の
先

生
方
と
話
し
合
い
、
地
元
で
育
て
て
い

く
こ
と
に
決
め
ま
し
た
。
出
産
前
後
は

家
庭
学
習
を
し
て
、
学
期
末
テ
ス
ト
と

卒
業
式
だ
け
学
校
に
登
校
し
ま
し
た
。

最
後
の
学
校
イ
ベ
ン
ト
は
ほ
と
ん
ど
参

加
で
き
ず
、
と
て
も
悔
し
か
っ
た
で

す
。
ま
た
、
周
り
の
友
達
は
残
り
の
学

校
生
活
の
思
い
出
作
り
、
新
生
活
の
準

備
、
と
て
も
キ
ラ
キ
ラ
し
た
青
春
を
謳

歌
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
私
は
子

育
て
に
毎
日
追
わ
れ
て
、
余
裕
の
な
い

生
活
。
友
達
と
会
え
な
い
辛
さ
や
孤
独

感
は
と
て
も
辛
か
っ
た
で
す
。
し
ば
ら

く
友
達
の
連
絡
や
S
N
S
を
い
い
気
持

ち
で
見
れ
な
い
時
期
が
あ
り
ま
し
た
。

そ
れ
で
も
や
っ
ぱ
り
娘
に
は
母
親
の
私

が
必
要
で
、
周
り
の
家
族
や
友
達
の
支

え
も
あ
っ
て
気
持
ち
を
切
り
替
え
る
こ

と
が
出
来
ま
し
た
。
同
級
生
か
ら
４
ヶ

月
遅
れ
て
で
す
が
、
就
職
す
る
こ
と
も

で
き
、
今
は
働
き
な
が
ら
の
子
育
て
に

毎
日
奮
闘
し
て
い
ま
す
。
子
供
も
ど
ん

ど
ん
成
長
し
、
た
く
さ
ん
の
癒
し
を
与

え
て
く
れ
て
幸
せ
な
毎
日
を
送
っ
て
い

ま
す
。
最
近
で
は
「
若
い
う
ち
に
子
育

て
し
て
た
方
が
い
い
よ
〜
」
と
優
し
い

お
言
葉
を
頂
く
こ
と
も
増
え
、
若
く
て

母
親
に
な
れ
た
こ
と
を
プ
ラ
ス
で
考
え

て
い
ま
す
。

　

今
年
で
私
は
20
歳
に
な
り
、
娘
も
２

歳
に
な
り
ま
す
。
少
し
、
子
育
て
も
落

ち
着
い
て
き
た
今
、
私
の
目
標
は
将
来

役
立
つ
資
格
を
取
得
す
る
こ
と
で
す
。

若
い
か
ら
こ
そ
の
体
力
や
メ
ン
タ
ル
を

上
手
に
使
い
、
ま
だ
ま
だ
こ
れ
か
ら
の

人
生
を
思
い
っ
き
り
楽
し
も
う
と
思
い

ま
す
。
ご
拝
読
頂
き
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

ᰴ
࿁
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਄
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㮵

酔
余

ち
は
や
ふ
る
速
き
瀬
ご
と
の
く
ま
川
は

銚
子
笠
よ
り
不
知
火
の
海
へ

Ｔ
・
晴
美

ぶ
つ
か
っ
て
話
を
聞
い
て
慰
め
た

我
が
子
も
友
も
成
長
し
を
り

思
春
期
の
中
学
生
も
口
開
け
て

カ
エ
ル
の
よ
う
に
縮
こ
ま
り
寝
る

キ
ャ
パ
を
越
え

ど
う
こ
な
す
か
を
紙
に
書
き

中
学
生
活
半
分
を
越
す

よ
く
聞
く
語
「
S
N
S
」
と
「
詐
欺
被
害
」

「
自
然
災
害
」
よ
り
も
多
き
か

酔
余

盆
踊
り
後
を
端
折
り
輪
の
中
へ

富
松　

君
代

こ
た
あ
な
か

が
ん
ば
っ
と
る
バ
イ
１
０
０
歳
体
操

こ
た
あ
な
か

こ
ん
く
ら
い
で
は
ま
け
ん
ば
い

萩
原　

一
晴　
　
（
一
盛
・
梨
沙
）

　
　
　

  

　

一
武
西
原

久
保
田　

琉
麗　
（
功
輝
・
綾
子
）

　
　
　

  

　

一
武
上
本
別
府

　

税
所　

万
翔　
　
（
一
武
狩
政
）　

　

福
田　

詩
音　
　
（
北
九
州
市
）

永
田　

睦
子　
（
82
歳
）　

西
上
黒
辺
田
野

桑
原　

菊
代　
（
88
歳
）　

一
武
東
原

海
老
原　

貞
光（
88
歳
）　

木
上
覚
井

【
総
届
出
件
数
】

出
生
8
件　

婚
姻
3
件　

死
亡
5
件

☆
次
回
（
11
月
号
）
の
笠

◆
あ
ら
ん
こ
と
（
的
外
れ
な
こ
と
・

　
関
係
な
い
こ
と
）

あ
な
た
の
考
え
た
俳
句
・
短
歌
を
掲
載
し
て

み
ま
せ
ん
か
。
ペ
ン
ネ
ー
ム
で
構
い
ま
せ
ん
。

お
気
軽
に
企
画
観
光
課
へ
お
届
け
く
だ
さ
い
。

　
　
締
切
日
　
10
月
10
日
（
金
）

い
ち
は
る

ら　

ら
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ししまいの祖父にかまれる娘

保育園の進級式での様子

錦
み
ん
な
の
歌
会

※

ご
誕
生
・
ご
結
婚
・
お
く
や
み
、
と
も
に
8
月
受

付
分
で
す
。
更
に
錦
町
役
場
窓
口
で
の
受
付
分
の
み

と
し
、
承
諾
を
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
を
掲
載
し
て

お
り
ま
す
。

９
月
末
で
広
報
担
当
に
な
り
半
年
が
経
ち
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
た
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン
ト
を
取
材
し
、
そ
の

際
は
写
真
撮
影
な
ど
快
く
ご
協
力
い
た
だ
き
、
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
今
年
度
も
残
り
半
年

と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
れ
か
ら
も
錦
町
の
魅
力
を
お

伝
え
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
ま
い
り
ま
す
！

　

さ
て
、
今
年
は
５
年
に
一
度
全
国
一
斉
に
行
わ
れ

る
「
国
勢
調
査
」
の
年
で
す
。
こ
の
国
勢
調
査
は
、

子
育
て
支
援
や
福
祉
、
防
災
な
ど
様
々
な
行
政
施
策

の
基
礎
資
料
と
し
て
使
わ
れ
る
と
て
も
重
要
な
調
査

で
、
日
本
に
住
ん
で
い
る
人
す
べ
て
の
方
が
対
象
で

す
。
回
答
は
1
0
月
8
日
ま
で
。
ス
マ
ホ
や
パ
ソ
コ

ン
か
ら
い
つ
で
も
回
答
で
き
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
回

答
が
お
す
す
め
で
す
。
ぜ
ひ
、
お
早
め
に
回
答
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

尾
方　

涼
祐

短　

歌

に
し
き
狂
句

俳　

句

令和６年度 錦町家族で考える人権標語

１年  小園　瑛翔

１年  木下　笑花

１年  内山 倖志郎

２年  白石　結奈

２年  山本　莉緒

※令和6年度の学年を表示しています。

錦中学校

忘れない　会話の中にも　思いやり

守ろうよ　自分らしさと　君らしさ

見つめ直そう  自分の言動  笑顔あふれるまちへ

認め合おう　あなたの個性と　自分の個性を

多様性　みんなの色を　大切に

こ ぞの　  えい と

きのした　  わ  か

うちやま こうしろう

しらいし ゆう な

やまもと　 り  お

思いつくまま

桑原　亜萌李さん
（木上目郎）

411

お
く
や
み

ご
誕
生

ご
結
婚

編
集
後
記
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P2 第39回にしき夏まつり
P3 第67回金婚夫婦表彰式
P4 Nishiki Topics
 農業担い手農業担い手支援給付金　ほか
P5 チャレンジ精神は給食から！私の甲子園開幕　ほか
P6 大学生等による学習支援教室を開催　ほか  
P7 後期高齢者歯科口腔健診を受けませんか　ほか 
P8 乗合タクシーくらんど号の運用が変わります
P9 町営住宅入居者募集について 

大賑わい！ にしき夏まつり
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